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ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
連
携
ブ
ラ
ン
ド
研
究
委
員
会

委
員
長　

泉
山　

和
久

三
八
五
流
通
㈱

　「
次
年
度
会
長
予
定
者
、
松
橋
里
実

副
会
長
を
選
出
」

　

７
月
28
日
、
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に

て
第
１
回
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
令
和

５
年
度
・
６
年
度
会
長
予
定
者
に
松
橋

里
実
副
会
長
（
㈱
松
橋
不
動
産
代
表
取

締
役
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
第

２
号
議
案
と
し
て
時
代
に
即
し
た
Ｙ
Ｅ

Ｇ
を
目
指
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
の

防
止
に
関
す
る
会
則
の
追
加
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
、
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

て
開
催
し
た
第
２
回
臨
時
総
会
で
は
、

八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
初
と
な
る
専
務
理
事
の

設
置
に
と
も
な
う
会
則
の
変
更
、
そ
し

て
令
和
５
年
度
事
業
計
画
骨
子
、
令
和

５
年
度
・
６
年
度
役
員
選
任
、
同
組
織

体
制
の
４
議
案
が
審
議
さ
れ
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
・
６
年
度
の
組
織
は
、

会
務
を
担
う
専
務
理
事
と
４
委
員
会
か

ら
構
成
さ
れ
、
さ
ら
に
委
員
会
の
枠
を

超
え
た
交
流
と
事
業
の
連
携
を
図
る
事

を
目
的
に
２
つ
の
委
員
会
を
対
と
し
た

「
広
報
・
政
策
局
」「
ま
ち
づ
く
り
・
交

流
局
」
が
設
置
さ
れ
、
今
ま
で
に
な
い

新
し
い
体
制
の
下
、
メ
ン
バ
ー
一
丸
と

な
り
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
務
室室

長　

佐
々
木　

晴
久

㈱
中
長
印
刷

　

７
月
28
日
、
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
・

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
に
お
い
て
７
月
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
青
年
部
担
当

副
会
頭
の
塚
原
隆
市
様
に
も
来
賓
と
し

て
お
越
し
頂
き
、
合
計
43
名
の
参
加
者

と
な
り
ま
し
た
。
各
委
員
会
か
ら
の
活

動
報
告
と
出
向
者
報
告
後
、
㈱
テ
ッ
ク

サ
ポ
ー
ト
の
玉
川
隆
君
、
な
が
う
し
農

産
加
工
企
業
組
合
の
長
牛
友
重
君
、
わ

か
の
巣
の
金
川
和
香
君
に
企
業
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は

感
染
症
対
策
を
充
分
に
行
い
会
員
同
士

の
交
流
や
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て

臨
時
総
会

７
月
定
例
会

令和
４年度総　　　　会

副　　会　　長
専務補佐

役　 員　 会役　 員　 会
村松　　環
桑原冨美一

会　 　　 長

松橋　里実

直前会長／特別理事

幹　　事

中村　知行

相　談　役

柏崎　瑞貴

担当副会頭
塚原　隆市

泉山　和久中野　正信 田中　圭
大川　慶人

下田中　渉

田村　武智

ビジネス交流広報・会員育成
本庄　孝浩

まちづくり政策提言

専務理事

田中　健悦

副
委
員
長 

田
中

　大
志

副
委
員
長 

澤
村

　優
子

副
委
員
長 

齋
藤

　年
史

政
策
提
言
事
業

委
員
長 

岡
本

　信
也

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
事
業

委
員
長 

工
藤

　大
地

広
報
・
会
員
育
成
事
業

委
員
長 

小
野
澤
匡
洋

副
委
員
長 

小
田

　正
徳

副
委
員
長 

岩
藤

　裕
樹

副
委
員
長 

岩
泉

　
　裕

副
委
員
長 

安
田

　伯
正

副
委
員
長 

日
向

　博
章

副
委
員
長 

駒
形

　雄
一

副
委
員
長 

齋
藤

　裕
也

副
委
員
長 

金
山

　明
弘

副
委
員
長 

伊
藤

　明
紘

ま
ち
づ
く
り
事
業

委
員
長 

豊
巻

　真
悟

広報企画・政策局 まちづくり・交流局

令
和
５
年
度
・
６
年
度
組
織
図

青
年
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

ＹＥＧＹＥＧ

第
１
回

第
２
回
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８
月
30
日
、
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
と
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
お
互
い
の
活
動
な
ど
を

共
有
し
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
を
目

的
と
し
て
（
将
来
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

獲
得
が
目
標
）、
第
２
回
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
Ｊ

Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
対
抗
戦
を
開
催
し
ま
し

た
。
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
延
期
し
、
な
ん

と
か
開
催
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
延

期
す
る
こ
と
な
く
無
事
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、
関
係
各
所
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
対
抗
戦
の
種
目
と
し
て
、

ゴ
ル
フ
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
開
催
し
、
平

日
に
も
関
わ
ら
ず
昨
年
の
人
数
を
上
回

る
、
ゴ
ル
フ
44
名
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
26
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
対
抗
戦
の
後
は
、
役
員
メ
ン
バ
ー
同

士
で
お
互
い
の
事
業
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
何
か
一
緒
に
八
戸
市
の
為
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
は
懇
親
会
で
表
彰
式

を
行
う
な
ど
、
久
し
ぶ
り
の
盛
り
上
が

り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
回
目
の
開
催
で
は
あ
り
ま
す
が

徐
々
に
参
加
人
数
が
増
え
、
青
年
経
済

団
体
同
士
の
交
流
を
通
し
て
今
後
も
お

互
い
が
協
力
し
合
い
、
活
性
化
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

キ
ズ
ナ
活
性
化
委
員
会　

委
員
長　

立
場　

輝
栄

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
㈱

　

令
和
４
年
度
の
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
大

会
中
止
が
決
定
し
、
３
年
連
続
で
の
大

会
中
止
と
な
る
な
か
、
カ
ッ
タ
ー
レ
ー

ス
に
対
す
る
姿
勢
や
想
い
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
紡
い
で
い
き
、
ま
た
令
和

５
年
度
に
む
つ
の
地
で
開
催
さ
れ
る
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
向
け
て
青
森
県
連

の
団
結
力
を
高
め
る
一
環
と
し
て
、
７

月
30
日
に
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
交
流
会
を

企
画
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
内
で
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
が

過
去
最
多
を
記
録
し
、
カ
ッ
タ
ー
レ
ー

　

９
月
10
日
、
第
41
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
岩
手
い
ち
の
せ
き
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
に
向
か

い
つ
つ
あ
る
な
か
、
３
年
ぶ
り
の
通
常

開
催
と
な
っ
た
本
大
会
に
は
１
７
０
７

名
の
参
加
登
録
が
あ
り
、
現
地
に
も
た

く
さ
ん
の
会
員
が
集
い
ま
し
た
。
大
懇

親
会
で
は
他
単
会
の
会
員
と
も
名
刺
交

換
を
積
極
的
に
行
い
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
で
歌

手
の
渡
辺
美
里
さ
ん
が
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
を
行

い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
決
し
て
得
ら
れ

な
い
熱
量
と
一
体
感
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
感
動
と
共
に
東
北
各

地
の
会
員
が
思
い
思
い
に
い
ち
の
せ
き

大
会
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

み
な
と
み
ら
い
活
性
化
委
員
会

担
当
副
会
長　

松
橋　

里
実

㈱
松
橋
不
動
産

ス
に
よ
る
県
連
交
流
は
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
も
の
の
、
開
催
規
模
を
縮

小
し
、
単
会
メ
ン
バ
ー
約
40
名
に
て
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
よ

り
海
上
保
安
庁
へ
の
届
出
等
は
「
商
工

会
議
所
青
年
部
」
名
で
許
可
申
請
を
行

う
な
ど
、
や
れ
る
事
が
限
ら
れ
る
な
か
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
取
り
組
み
も
試

す
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
継
続
可
能
な

新
し
い
運
営
体
制
に
向
け
て
試
行
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
の

参
加
も
あ
り
、
準
備
や
道
具
の
取
り
扱

い
に
至
る
ま
で
一
つ
一
つ
を
確
認
し
な

が
ら
、
無
事
事
故
も
な
く
執
り
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
参
加
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
、
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

み
な
と
み
ら
い
活
性
化
委
員
会

委
員
長　

田
中　
　

圭

日
本
サ
ン
ラ
イ
フ
終
身
身
元
保
証
協
会

（一社）

Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
Ｊ
Ｃ
交
流
会

ス
ポ
ー
ツ
対
抗
戦

カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス

交
流
会

第
41
回 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

岩
手
い
ち
の
せ
き
大
会

日

本

Ｙ
Ｅ
Ｇ

令和４年度
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９
月
９
日
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
第
１
回
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
二

つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会

長
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
岩
手
い
ち
の
せ
き
大
会

の
大
会
会
長
を
務
め
た
一
関
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

山
本
郷
君
に
、
ま
た
、
令
和
６
年
度
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
主
管
地
に
つ
い
て
は

秋
田
県
大
館
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
、
ど
ち
ら
も
満

場
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ

専
門
委
員　

松
橋　

里
実

㈱
松
橋
不
動
産

第
１
回 

臨
時
総
会

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

Ｙ
Ｅ
Ｇ

　

９
月
24
日
、
青
森
市
に
て
青
森
県
商

工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
令
和
４
年
度 

第
３
回
役
員
会
・
第
１
回
臨
時
総
会
が

　

9
月
28
日
、
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
ア

ー
バ
ン
ホ
ー
ル
に
て
定
例
会
・
講
演

会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
定

例
会
で
は
青
年
部
の
歌
の
斉
唱
も
行
い
、

久
し
ぶ
り
の
フ
ル
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
50
名
を
超
え
、
ほ
と
ん
ど
の

方
に
最
後
ま
で
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛

況
の
ま
ま
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

各
委
員
会
も
こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
積
極
的
に
行
う
姿
勢
が
見
え
、

残
り
の
半
年
は
か
な
り
活
発
な
委
員
会

活
動
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
次

年
度
の
新
組
織
の
内
容
も
見
え
始
め
、

中
身
の
濃
い
定
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
後
は
、「
正
し
い
を
『
楽
し

い
』
に
変
え
る
ア
イ
デ
ア
の
考
え
方
〜

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
動
か
す
企
画
に

つ
い
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈱
ク
リ
ー

ク
・
ア
ン
ド
・

リ
バ
ー
社
の

加
藤
寛
之
氏

に
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

分
か
り
や
す

い
資
料
と
動

画
で
参
加
者

に
飽
き
さ
せ

な
い
面
白
い

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
会
で
は
臨
時

総
会
付
議
案
件
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
出
向
役

員
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
出
向
役
員
等
が
承

認
さ
れ
、
続
く
第
１
回
臨
時
総
会
で
は

令
和
５
年
度
青
森
県
連
会
長
と
し
て
青

森
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
川
村
裕
樹
君
が
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
施
し
た
上
で
の

懇
親
会
で
は
、
青
森
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
設
え
で

川
村
次
年
度
会
長
予
定
者
の
紹
介
及
び

決
意
表
明
が
行
わ
れ
、
次
年
度
活
動
へ

の
熱
い
気
持
ち
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部

直
前
会
長　

向
井　

誠
仁

㈱
コ
ネ
ク
ト
グ
ロ
ー
カ
ル

９
月
定
例
会

講
演
会・懇
親
会

令和４年度

内
容
で
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な

気
づ
き
が
多
く
、
皆
様
に
か
な
り
ご
好

評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
や
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
も
多
数
ご

参
加
い
た
だ
け
た
の
も
印
象
的
で
し
た
。

懇
親
会
で
は
数
年
ぶ
り
に
お
会
い
す
る

方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
よ
う
や

く
経
済
活
動
が
戻
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
、

そ
し
て
人
と
人
と
が
顔
を
合
わ
せ
て
話

が
で
き
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
切
で
、

ど
ん
な
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
の
か

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

来
年
の
春
ま
で
、
八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
事

業
も
多
く
あ
り
ま
す
。
地
域
の
経
済
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
、
積
極
的
に
参

画
、
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

情
報
革
新
委
員
会

委
員
長　

沼
畑　

武
行

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト

　

11
月
５
日
、

第
15
回
青
森

県
連
大
会
が
弘

前
市
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は

日
本
地
域
創
生

学
会
会
長
木
村

俊
昭
氏
を
迎
え

「
地
域
創
生

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ひ
と
育
て
・
ま
ち
育
て
の
実

践
」
と
題
し
て
実
学
と
現
場
重
視
の
お

話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
弘
前

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
街
歩
き

を
し
、
地
域
創
生
の
お
話
を
伺
っ
て
か

ら
の
歴
史
あ
る
建
物
や
街
並
み
の
見
学

は
、
よ
り
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
記
念
式
典
は
滞
り
な
く
執
り
行
わ

れ
、
大
懇
親
会
で
は
２
月
に
八
戸
で
開

催
さ
れ
る
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

情
報
革
新
委
員
会

副
委
員
長　

木
村　

美
栄
子

㈱
エ
ー
ア
ン
ド
エ
ム

第
１
回 
第
１
回 

臨
時
総
会

青
森
県

Ｙ
Ｅ
Ｇ

第
15
回 

青
森
県
Ｙ
Ｅ
Ｇ

県
連
大
会
弘
前
大
会

青
森
県

Ｙ
Ｅ
Ｇ
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Ａ
ラ
イ
ン
協
議
会

　

10
月
９
日

〜
10
日
、 

久

慈
地
方
産
業

ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
八

戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か

ら
も
出
店
し

ま
し
た
。
今

回
は
、
八
戸

製
氷
冷
蔵
㈱

様
の
イ
カ
ス

ミ
サ
イ
ダ
ー
と
㈱
イ
チ
カ
ワ
フ
ァ
ー
ム

様
の
毬
姫
牛
の
牛
串
を
販
売
し
ま
し
た
。

１
日
目
の
９
日
は
、
た
く
さ
ん
の
来
場

者
に
恵
ま
れ
、
全
て
の
商
品
が
完
売
し

ま
し
た
。

　

２
日
目
の
10
日
は
、
大
雨
が
予
想
さ

れ
、
前
日
に
中
止
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
増
加

す
る
な
か
開
催
で
き
な
か
っ
た
事
業
が

復
活
し
、
さ
ら
に
は
各
出
向
者
が
集
ま

り
顔
を
合
わ
せ
、
各
地
そ
れ
ぞ
れ
の
情

報
交
換
が
で
き
た
事
は
、
何
よ
り
も
嬉

し
く
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ａ
ラ
イ
ン
協
議
会

出
向　

村
松　

環
㈲
ア
ビ
オ

　

11
月
10
日
〜
12
日
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第

40
回
全
国
会
長
研
修
会
喜
多
大
阪
会
議

が
大
阪
府
枚
方
市
で
開
催
さ
れ
、
松
橋

次
年
度
会
長
予
定
者
ほ
か
３
名
で
参
加

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
討

論
会
が
開
催
さ
れ
、
３
月
に
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
秋
田
大
会
に
て
日
本

Ｙ
Ｅ
Ｇ
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３

−

２
０
２
７
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
翌
日
に
開
催
さ
れ
た
当

年
度
会
長
研
修
で
は
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に

向
け
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
本
研
修
会
を
通
じ
広
い

視
野
で
物
事
を
捉
え
る
力
が
益
々
必
要

で
あ
る
と
感
じ
た
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長　

中
村　

知
行

㈲
中
ペ
ン
塗
装
店

　

任
期
２
年
の
中
村
丸
船
出
か
ら
残
す

は
３
ヶ
月
余
り
と
な
り
、
今
号
で
は
次

の
船
出
の
舵
を
と
る
松
橋
次
年
度
会
長

予
定
者
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
感

染
症
対
策
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
活
動

も
多
く
行
わ
れ
、
あ
る
意
味
感
染
症
に

負
け
な
い
免
疫
が
付
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

次
年
度
以
降
も
世
界
情
勢
に
左
右
さ

れ
る
問
題
が
囁
か
れ
て
い
ま
す
が
、
負

け
な
い
力
を
つ
け
青
年
部
活
動
を
行
え

る
よ
う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
務
室室

長　

佐
々
木　

晴
久

㈱
中
長
印
刷

第
40
回 

全
国
会
長
研
修
会

喜
多
大
阪
会
議

日

本

Ｙ
Ｅ
Ｇ

編
集
後
記

　

令
和
５
年
２
月
25
日
〜
26
日
の
２
日

間
で
「
第
８
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
八
戸
大
会
」
を
八
戸

市
周
辺
地
区
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
同
大
会
は
、
商
工
会
議
所
青

年
部
の
フ
ッ
ト
サ
ル
を
通
じ
た
交
流
を

目
的
と
し
て
、
平
成
25
年
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
も
年
々
増
加
し

て
お
り
、
８
回
目
と
な
る
八
戸
大
会
で

は
、
東
北
か
ら
約
３
０
０
名
を
超
え
る

若
手
経
営
者
等
が
当
地
域
に
訪
れ
る
こ

と
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
八
戸
Ｙ
Ｅ

Ｇ
で
は
令
和
２
年
に
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
18
回

全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
八
戸
大
会
」
を
誘

致
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
再

び
頂
く
こ
と
の
で
き
た
こ
の
機
会
に
、

来
訪
者
に
対
し
て
山
海
の
幸
に
恵
ま
れ

た
八
戸
圏
域
の
文
化
を
広
く
周
知
し
、

こ
の
地
域
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

キ
ズ
ナ
活
性
化
委
員
会

　
　

担
当
副
会
長　

田
中　

健
悦　

㈱
フ
ォ
リ
ウ
ム

お

屋

ん
ら

部

ど
の

E

八

G

戸
Y

 
久
慈
地
方
産
業
ま
つ
り


